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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水および架橋ポリマーを含むヒドロゲルコンタクトレンズ本体を含む、眼の視力を矯正
するためのソフトコンタクトレンズであって、
前記コンタクトレンズ本体が、流体を含む内部キャビティを画定し、前記架橋ポリマーが
、水を、前記コンタクトレンズ本体の外部表面から前記キャビティへ前記コンタクトレン
ズ本体の内外に拡散させ、前記キャビティが、眼の涙液と平衡であるときに視力を矯正す
るように成形されている、ソフトコンタクトレンズ。
【請求項２】
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体と前記キャビティが、一緒になって、約２０パス
カル（Ｐａ）～約５０Ｐａの範囲内の内圧の増大で、光学的力を少なくとも２Ｄ増大させ
るように構成されており、前記キャビティが約０．５ｍｍ３～約５ｍｍ３の範囲内の前記
流体を収容する容積を含み、前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体が約０．２５ＭＰａ～
約２ＭＰａの範囲内のモジュラスを含み、前記コンタクトレンズ本体のヒドロゲル材料が
約３０％～約７０％の範囲内の平衡水分含量を含む、請求項１に記載のソフトコンタクト
レンズ。
【請求項３】
　前記コンタクトレンズ本体が、前記キャビティを画定する内部表面を含み、前記内部表
面が、前記キャビティ内からの材料の浸食で画定される内部表面構造を含む、請求項１に
記載のソフトコンタクトレンズ。
【請求項４】
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体が、その間に前記キャビティが延在する前記キャ
ビティの第１の側部上の第１の部分と前記キャビティの第２の側部の第２の部分を含み、
前記第１の部分が、前記キャビティ内に流体を収容するように前記キャビティから離れて
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前記第２の部分と結合されており、任意選択で、第２の材料と結合された第１の材料の接
合部分が暗視野顕微鏡検査によって検出可能である、請求項１に記載のソフトコンタクト
レンズ。
【請求項５】
　前記架橋ポリマーが、前記キャビティの前記流体と直接接触する、請求項１に記載のソ
フトコンタクトレンズ。
【請求項６】
　前記架橋ポリマーが、前記コンタクトレンズ本体内から溶解したインサートの形状を保
持して前記キャビティを形成するのに十分な剛性を含む、請求項１に記載のソフトコンタ
クトレンズ。
【請求項７】
　前記キャビティが、約３～７ｋダルトンの範囲内の分子量を有する溶解材料を含み、前
記溶解材料が、前記コンタクトレンズ本体の前記ポリマーを通して拡散することができ、
必要に応じて、前記溶解材料が、前記キャビティを形成するように溶解したインサートの
材料を含む、請求項１に記載のソフトコンタクトレンズ。
【請求項８】
　前記キャビティが、眼の視力を矯正するように構成された光学的部分、および前記光学
的部分と流体連結された下位部分を含み、前記光学的部分は、まぶたが前記下位部分とか
み合ったときに近見視力矯正を提供するように構成されている、請求項１に記載のソフト
コンタクトレンズ。
【請求項９】
　前記下位部分がまぶたとかみ合って眼の近見視力を矯正するとき、前記ポリマーが、前
記光学的部分中に流体を保持するのに十分な量の架橋を含む、請求項８に記載のソフトコ
ンタクトレンズ。
【請求項１０】
　前記コンタクトレンズ本体が、前記光学的部分および前記下位部分と連結された１つま
たは複数のヒンジを含む、請求項８に記載のソフトコンタクトレンズ。
【請求項１１】
　前記キャビティが、浸食性材料で成形された１つまたは複数の内部構造を含む、請求項
１に記載のソフトコンタクトレンズ。
【請求項１２】
　前記キャビティが、第１の流体を含み、気密的に封止されておらず、前記コンタクトレ
ンズ本体が、その中に前記コンタクトレンズ本体がパッケージされている第２の流体に対
して浸透性であり、前記キャビティが、その中に前記コンタクトレンズ本体がパッケージ
されている前記第２の流体と平衡状態である、請求項１に記載のソフトコンタクトレンズ
。
【請求項１３】
　前記ポリマーが、前記キャビティと前記レンズ本体の外側の間での水の拡散を許容し、
かつ細菌が前記レンズ本体の外側から前記キャビティに侵入するのを阻止するようにサイ
ズ指定されたチャネルを含む、請求項１に記載のソフトコンタクトレンズ。
【請求項１４】
　前記ポリマーが、５０ｎｍ以下の回転半径を有する分子が前記レンズ本体の前記ポリマ
ーを通して拡散するのを可能にする、請求項１に記載のソフトコンタクトレンズ。
【請求項１５】
　前記レンズが、アコフィルコンＡ、アコフィルコンＢ、アルファフィルコンＡ、アルト
ラフィコンＡ、アトラフィルコンＡ、バラフィルコンＡ、ブフィルコンＡ、コンフィルコ
ンＡ、クロフィルコン、デルタフィルコンＡ、ジメフィルコンＡ、ドロキシフィルコンＡ
、エフロフィルコンＡ、エンフィルコン、エプシフィルコンＡ、エタフィルコンＡ、フォ
コフィルコンＡ、ガリフィルコンＡ、ヘフィルコンＡ、ヘフィルコンＢ、ヘフィルコンＣ
、ヒラフィルコンＡ、ヒラフィルコンＢ、ヒオキシフィルコンＡ、ヒオキシフィルコンＢ
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、ヒオキシフィルコンＤ、イソフィルコン、リドフィルコンＡ、リドフィルコンＢ、ロト
ラフィルコンＡ、ロトラフィルコンＢ、マフィルコン、メタフィルコンＡ、メタフィルコ
ンＢ、ナラフィルコンＢ、ネルフィルコンＡ、ネスコフィルコンＡ、ネトラフィルコンＡ
、オクフィルコンＡ、オクフィルコンＢ、オクフィルコンＣ、オクフィルコンＤ、オクフ
ィルコンＥ、オクフィルコンＦ、オフィルコンＡ、オマフィルコンＡ、フェムフィルコン
、フェムフィルコンＡ、ポリマコン、パーフィルコンＡ、サムフィルコンＡ、スカフィル
コンＡ、セノフィルコンＡ、シフィルコンＡ、サーフィルコンＡ、テフリコン、テトラフ
ィルコンＡ、テトラフィルコンＢ、バスルフィルコンＡ、ビルフィルコンＡおよびキシロ
フィルコンＡからなる群から選択される材料を含む、請求項１～１４のいずれか一項に記
載のソフトコンタクトレンズ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３８１】
　本発明の好ましい実施形態について、本明細書に示し記載してきたが、そのような実施
形態は単なる例として提示されることが当業者に明らかであろう。ここでは数多くの変形
例、変更例、および置換例を、本発明から逸脱することなく、当業者なら思い浮かべるで
あろう。本明細書に記載される本発明の実施形態の様々な代替例を、本発明の実施に際し
て用いてもよいことを、理解すべきである。下記の特許請求の範囲は本発明の範囲を定め
るものであり、それによって、これらの特許請求の範囲内の方法および構造ならびにそれ
らの均等物が包含されるものとする。
　本発明の実施形態の例として、以下の項目が挙げられる。
（項目１）
　水および架橋ポリマーを含むヒドロゲルコンタクトレンズ本体を含む、眼の視力を矯正
するためのソフトコンタクトレンズであって、
前記コンタクトレンズ本体が、流体を含む内部キャビティを画定し、前記架橋ポリマーが
、水を、前記本体の外部表面から前記キャビティへ前記コンタクトレンズ本体の内外に拡
散させ、前記キャビティが、眼の涙液と平衡であるときに視力を矯正するように成形され
ている、ソフトコンタクトレンズ。
（項目２）
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体と前記キャビティが、一緒になって、約２０パス
カル（Ｐａ）～約５０Ｐａの範囲内の内圧の増大で、光学的力を少なくとも２Ｄ増大させ
るように構成されており、前記キャビティが約０．５ｍｍ３～約５ｍｍ３の範囲内の前記
流体を収容する容積を含み、前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体が約０．２５ＭＰａ～
約２ＭＰａの範囲内のモジュラスを含み、前記コンタクトレンズ本体のヒドロゲル材料が
約３０％～約７０％の範囲内の平衡水分含量を含む、項目１に記載のソフトコンタクトレ
ンズ。
（項目３）
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体が、前記キャビティを画定する内部表面を含み、
前記内部表面が、前記キャビティ内からの材料の浸食で画定される内部表面構造を含む、
項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目４）
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体が、その間に前記キャビティが延在する前記キャ
ビティの第１の側部上の第１の部分と前記キャビティの第２の側部の第２の部分を含み、
前記第１の部分が、前記キャビティ内に流体を収容するように前記キャビティから離れて
前記第２の部分と結合されており、任意選択で、第２の材料と結合された第１の材料の接
合部分が暗視野顕微鏡検査によって検出可能である、項目１に記載のソフトコンタクトレ
ンズ。
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（項目５）
　前記架橋ポリマーが、前記キャビティの液体と直接接触する、項目１に記載のソフトコ
ンタクトレンズ。
（項目６）
　前記ポリマーが、前記レンズ本体内から溶解したインサートの形状を保持して前記キャ
ビティを形成するのに十分な剛性を含む、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目７）
　前記キャビティが、約３～７ｋダルトンの範囲内の分子量を有する溶解材料を含み、前
記溶解材料が、前記コンタクトレンズ本体の前記ポリマーを通して拡散することができる
、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目８）
　前記溶解材料が、前記キャビティを形成するように溶解したインサートの材料を含む、
項目７に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目９）
　前記キャビティが、前記溶解したインサートに対応する形状プロファイルを含む、項目
８に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１０）
　前記キャビティが、眼の視力を矯正するように構成された光学的部分、および前記光学
的部分と流体連結された下位部分を含み、前記光学的部分は、まぶたが前記下位部分とか
み合ったときに近見視力矯正を提供するように構成されている、項目１に記載のソフトコ
ンタクトレンズ。
（項目１１）
　前記下位部分がまぶたとかみ合って眼の近見視力を矯正するとき、前記ポリマーが、前
記光学的部分中に流体を保持するのに十分な量の架橋を含む、項目１０に記載のソフトコ
ンタクトレンズ。
（項目１２）
　前記コンタクトレンズ本体が、前記光学的部分および前記下位部分と連結された１つま
たは複数のヒンジを含む、項目１０に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１３）
　前記キャビティが、浸食性材料で成形された１つまたは複数の内部構造を含む、項目１
に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１４）
　前記ポリマーがヒドロゲルを含む、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１５）
　前記キャビティが、液体で満たされており、気密的に封止されておらず、前記コンタク
トレンズ本体が、その中に前記レンズがパッケージされている流体に対して浸透性であり
、前記キャビティが前記流体と平衡状態である、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ
。
（項目１６）
　前記ポリマーが均一ポリマーを含む、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１７）
　前記ポリマーがホモポリマーを含む、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１８）
　前記ポリマーがヒドロゲルを含む、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目１９）
　前記ポリマーが、前記キャビティと前記レンズ本体の外側の間での水の拡散を許容し、
かつ細菌が前記レンズ本体の外側から前記キャビティに侵入するのを阻止するようにサイ
ズ指定されたチャネルを含む、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目２０）
　前記ポリマーが、５０ｎｍ以下の回転半径を有する分子が前記レンズ本体の前記ポリマ
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ーを通して拡散するのを可能にする、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目２１）
　前記ポリマーが、１５ｎｍ以下の回転半径を有する分子が前記レンズ本体の前記ポリマ
ーを通して拡散するのを可能にする、項目２０に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目２２）
　前記キャビティが、約３～１０ｋダルトンの範囲内の分子量を有する溶解材料を含み、
前記溶解材料が、前記コンタクトレンズ本体の前記ポリマーを通して拡散することができ
る、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目２３）
　前記キャビティが約１～５ｕＬの範囲内の容積を含む、項目１に記載のソフトコンタク
トレンズ。
（項目２４）
　前記コンタクト流体が約１．３１～約１．３７の範囲内の屈折率を含み、前記コンタク
トレンズ本体が約１．３７～約１．４８の範囲内の屈折率を含む、項目１に記載のソフト
コンタクトレンズ。
（項目２５）
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズが、前記コンタクトレンズ本体の前方表面と前記内部
キャビティの前方表面の間で画定される前方厚さをもつ前方側部を有し、前記ヒドロゲル
コンタクトレンズが、前記コンタクトレンズ本体の後方表面と前記内側キャビティの後方
表面の間で画定される後方厚さをもつ後方側部を有する、項目１に記載のソフトコンタク
トレンズ。
（項目２６）
　前記前方厚さが前記後方厚さより小さい、項目２５に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目２７）
　前記前方厚さが、以下の値：約１０ミクロン、約２５ミクロン、約５０ミクロン、約１
００ミクロン、約１５０ミクロンおよび２００ミクロンのいずれか２つの間で規定される
範囲内にある、項目２５に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目２８）
　前記後方厚さが、以下の値：約１０ミクロン、約１００ミクロンおよび約２００ミクロ
ンのいずれか２つの間で規定される範囲内にある、項目２５に記載のソフトコンタクトレ
ンズ。
（項目２９）
　その前記前方表面から前記後方表面への前記内部キャビティの厚さが、以下の値：約０
．５ミクロン、約１５ミクロン、約５０ミクロンおよび約１００ミクロンのいずれか２つ
の間で規定される範囲内にある、項目２５に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目３０）
　その前記前方表面から前記後方表面への前記コンタクトレンズ本体の厚さが、約８０ミ
クロン～約２５０ミクロンの範囲内にある、項目２５に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目３１）
　眼の上に配置された場合、視力を矯正するために使用される前記レンズの形状変更部分
が、遠見視力構成において約０．４ミクロンまたはそれ未満のＲＭＳ光学経路差収差を有
する、項目１に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目３２）
　前記キャビティを画定する前記ポリマーの内側表面が、前記キャビティを形成するよう
に溶解した固体材料に対応する形状プロファイルを含む、項目１に記載のソフトコンタク
トレンズ。
（項目３３）
　前記キャビティを画定する前記ポリマーの前記内側表面が、前記キャビティを形成する
ように溶解した固体材料に対応する構造を含む、項目３２に記載のソフトコンタクトレン
ズ。
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（項目３４）
　前記キャビティの前記内側表面が、それを通して光が通過して視力を矯正する前記キャ
ビティの内側部分の上に光学的に滑らかな表面を含む、項目３２に記載のソフトコンタク
トレンズ。
（項目３５）
　前記光学的に滑らかな表面が、前記光学的に滑らかな表面を通して測定される約０．３
ミクロンまたはそれ未満の波面ひずみを有する、項目３４に記載のソフトコンタクトレン
ズ。
（項目３６）
　患者によって装着された場合、前記光学的に滑らかな表面が、視覚的に知覚できるアー
チファクトを含まない、項目３４に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目３７）
　前記光学的に滑らかな表面が、約０．２ミクロンまたはそれ未満のＲＭＳ値を有する、
項目３４に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目３８）
　前記キャビティの前記内側表面が、前記キャビティを形成するように溶解した前記固体
材料からの残留表面構造を含む、項目３２に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目３９）
　前記キャビティの前記内側表面が、約５０ｎｍまたはそれ未満のＲＭＳ値を有する、項
目３２に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目４０）
　前記キャビティの前記内側表面が、以下の値：約５ｎｍ、約１０ｎｍ、約１５ｎｍ、約
３００ｎｍ、約５００ｎｍおよび約１０００ｎｍのいずれか２つの間で規定される範囲内
のＲＭＳ値を有する、項目３２に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目４１）
　滅菌パッケージ；
前記パッケージに収容された水性流体；
コンタクトレンズ本体を含むソフトコンタクトレンズ
を含むソフトコンタクトレンズパッケージであって、前記本体が、前記パッケージに収容
されたヒドロゲル材料を含み、前記コンタクトレンズ本体が前記流体中に浸漬されており
、前記コンタクトレンズ本体が前記本体内のキャビティを画定しており、前記キャビティ
が液体を含み、前記コンタクトレンズ本体が、前記液体、および前記コンタクトレンズが
その中に浸漬されている前記流体に対して浸透性であり、前記キャビティが、前記レンズ
本体の外側の前記流体と平衡状態である、ソフトコンタクトレンズパッケージ。
（項目４２）
　前記流体の少なくとも一部が、前記キャビティ中に拡散している、項目４１に記載のソ
フトコンタクトレンズパッケージ。
（項目４３）
　前記コンタクトレンズ本体が水に対して浸透性であり、それによって、眼の上に配置さ
れた場合、前記コンタクトレンズが前記キャビティからの流体で眼に水分補給する、項目
４１に記載のソフトコンタクトレンズパッケージ。
（項目４４）
　前記コンタクトレンズ本体が約１．３１～約１．３７の範囲内の屈折率を含み、前記コ
ンタクトレンズ本体が約１．３７～約１．４８の範囲内の屈折率を含み、前記流体が約１
．３１～約１．３７の範囲内の屈折率を含む、項目４１に記載のソフトコンタクトレンズ
パッケージ。
（項目４５）
　前記コンタクトレンズ本体が、細菌が前記コンタクトレンズ本体の外側から前記キャビ
ティに侵入するのを阻止するのに十分な量の架橋を含む、項目４１に記載のソフトコンタ
クトレンズパッケージ。
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（項目４６）
　前記コンタクトレンズが、前記項目のいずれか一項に記載のコンタクトレンズを含む、
項目４１に記載のソフトコンタクトレンズパッケージ。
（項目４７）
　レンズの水和の流体で満たされている埋め込まれたキャビティを含む、遠近調節型ソフ
トコンタクトレンズ。
（項目４８）
　近い物体を見る場合、下方視の際に眼に加入プラス度数を発生させる、項目４７に記載
のレンズ。
（項目４９）
　前記加入度数の範囲が０．５Ｄ～６．０Ｄである、項目４８に記載のレンズ。
（項目５０）
　前記下方視が１０度～４０度の範囲内にある、項目４８に記載のレンズ。
（項目５１）
　前記物体の距離が１５ｃｍ～２００ｃｍの範囲内にある、項目４８に記載のレンズ。
（項目５２）
　前記レンズが、光重合性プレポリマー配合物から形成された架橋ヒドロゲルネットワー
クを含み、前記ヒドロゲルが約２８％～６５％の範囲内の量の水を有する、項目４７に記
載のレンズ。
（項目５３）
　前記キャビティが薬物を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレン
ズ。
（項目５４）
　前記キャビティがチモロールを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタク
トレンズ。
（項目５５）
　少なくとも一部が前記キャビティ内に位置付けられているセンサーをさらに含む、前記
項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目５６）
　少なくとも一部が前記キャビティ内に位置付けられているセンサーをさらに含み、前記
センサーが、圧力センサー、グルコースセンサー、バイオマーカーセンサー、電気センサ
ー、イオン特異性微小電極を有するセンサーの１つまたは複数を含む、前記項目のいずれ
か一項に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目５７）
　約０．００１ｍｍ３以下の容積を含むセンサーをさらに含む、前記項目のいずれか一項
に記載のソフトコンタクトレンズ。
（項目５８）
　レンズを製造する方法であって、
重合レンズ材料内からインサートを溶解させて、前記重合レンズ材料内にキャビティを形
成させるステップ
を含む方法。
（項目５９）
　前記重合材料を形成させるためにプレポリマー材料を重合するステップと；
前記インサートがその中に収容されている状態で、前記重合レンズ材料を水和するステッ
プと
をさらに含む、項目５８に記載の方法。
（項目６０）
　前記プレポリマー材料を光で重合させる、項目５９に記載の方法。
（項目６１）
　前記インサートおよび前記プレポリマー材料を配置して、前記インサートがモールド中
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に配置されている状態で前記プレポリマーを硬化させるステップをさらに含む、項目５９
に記載の方法。
（項目６２）
　前記インサートが、生体適合性の水溶性ポリマーを含み、前記生体適合性の水溶性ポリ
マーが、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリエチレンオキシド、プロピレンオ
キシド、エチレンとプロピレンオキシドのコポリマー（プルロニック酸）、ポリビニルピ
ロリドン、ポリエチレンイミン、ポリアクリルアミドまたは多糖の１つまたは複数を含む
、項目５９に記載の方法。
（項目６３）
　前記プレポリマーが、モノマーまたはオリゴマーの１つまたは複数を含む、項目５９に
記載の方法。
（項目６４）
　前記重合レンズ材料がホモポリマーを含む、項目５９に記載の方法。
（項目６５）
　前記重合レンズ材料が低膨張ポリマーを含む、項目５９に記載の方法。
（項目６６）
　前記インサートが実質的に均一な厚さを含む、項目５９に記載の方法。
（項目６７）
　前記インサートが、実質的に均一な厚さ、ならびに前記コンタクトレンズの基礎曲率を
画定するモールドの曲率に対応する曲率を有する湾曲した上部および下部表面を含む、項
目５９に記載の方法。
（項目６８）
　前記インサートが、前記キャビティに対応する厚さおよび形状プロファイルを含む、項
目５９に記載の方法。
（項目６９）
　前記インサートが、約３ｋダルトン～約１０ｋダルトンの範囲内の分子量を有する材料
を含み、前記材料が、前記重合レンズ材料を通して溶解し拡散して、前記重合レンズ材料
内に前記キャビティを形成する、項目５８に記載の方法。
（項目７０）
　前記インサートが、前記材料に剛性を加えて形状を保持するために少なくとも約３ｋダ
ルトンの分子量を有する材料を含み、前記キャビティが前記インサートの前記形状に対応
する、項目５８に記載の方法。
（項目７１）
　前記レンズが、光重合性プレポリマー配合物から形成された架橋ヒドロゲルネットワー
クを含み、前記ヒドロゲルが約２８％～約６５％の範囲内の水和の量を含む、項目５８に
記載の方法。
（項目７２）
　前記インサートが生体適合性の水溶性ポリマーを含み、前記生体適合性の水溶性ポリマ
ーが、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリエチレンオキシド、プロピレンオキ
シド、エチレンとプロピレンオキシドのコポリマー（プルロニック酸）、ポリビニルピロ
リドン、ポリエチレンイミン、ポリアクリルアミド、多糖、約６００ｇ／ｍｏｌ～約６０
００ｇ／ｍｏｌの分子量範囲内のポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、親水性のイオン性
ポリアクリレート、ポリメタクリレート、または親水性のイオン性ポリアクリレートとポ
リメタクリレートのコポリマーの１つまたは複数を含む、項目４１に記載の方法。
（項目７３）
　水および架橋ポリマーを含むヒドロゲルコンタクトレンズ本体を含む、眼の視力を矯正
するためのソフトコンタクトレンズであって、
前記コンタクトレンズ本体が、流体を含む内部キャビティを画定し、前記架橋ポリマーが
、水を、前記本体の外部表面から前記キャビティへ前記コンタクトレンズ本体の内外に拡
散させ、前記コンタクトレンズ本体が前方表面および後方表面を含み、前記後方表面およ
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び前記前方表面ならびに前記キャビティが、眼の涙液と平衡である前記キャビティで視力
を矯正するように成形されている、ソフトコンタクトレンズ。
（項目７４）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、ヒ
ドロゲルコンタクトレンズのチャネルを通して溶解し通過するように構成された第１の材
料、および前記第１の材料の溶解によって形成されたキャビティ内に留まるような粒径ま
たは溶解度の１つまたは複数で構成された第２の材料から構成される浸食性材料を含む、
浸食性インサート。
（項目７５）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、前
記インサートが、ヒドロゲルコンタクトレンズのチャネルを通して溶解し通過するように
構成された第１の材料、および前記第１の材料の溶解によって形成されたキャビティ内に
留まるような粒径または溶解度の１つまたは複数で構成された第２の材料から構成される
浸食性材料を含み、前記第２の材料が、前記第１の材料が前記チャネルを通過したとき約
２００ミリオスモル～約２９０ミリオスモルの範囲内の前記キャビティのオスモル濃度を
提供するのに十分な量を構成する、浸食性インサート。
（項目７６）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、前
記インサートが、ヒドロゲルコンタクトレンズのチャネルを通して溶解し通過するように
構成された第１のポリマー材料、および前記第１の材料の溶解によって形成されたキャビ
ティ内に留まるように構成された第２のより低溶解性のポリマー材料から構成される浸食
性材料を含み、前記第１の材料が水溶性材料を含み、前記第２の材料が水不溶性材料を含
む、浸食性インサート。
（項目７７）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、第
１の量のアセテートを含み、ヒドロゲルコンタクトレンズのチャネルを通して溶解し通過
するように構成された第１のポリマー材料、および、前記第１の材料の溶解によって形成
されたキャビティ内に留まるように、より多い量のアセテートを含む第２のより低溶解性
のポリマー材料から構成される浸食性材料を含む、浸食性インサート。
（項目７８）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、第
１の分子量を含み、ヒドロゲルコンタクトレンズのチャネルを通して溶解し通過するよう
に構成された第１の水溶性ポリマー材料、および、前記第１の材料の溶解によって形成さ
れたキャビティ内に留まるように前記第１の分子量より大きい第２の分子量を含む第２の
ポリマー材料から構成される浸食性材料を含む、浸食性インサート。
（項目７９）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、前
記インサートが、それぞれが前記ソフトコンタクトレンズの１つまたは複数の表面に対応
する曲率をもつ前部および後部表面を有するように成形された浸食性材料、内側光学チャ
ンバーを画定するように成形された円形領域、外側領域、および内側領域と前記外側領域
の間に延在する拡張部を含み、前記拡張部が前記円形領域の直径より小さくサイズ指定さ
れた最大横断寸法を含む、浸食性インサート。
（項目８０）
　ソフトコンタクトレンズの製造において使用するための浸食性インサートであって、前
記インサートが、それぞれが前記ソフトコンタクトレンズの１つまたは複数の表面に対応
する曲率をもつ前部および後部表面を有し、前記前部および後部表面が、前記コンタクト
レンズで視力を矯正するための光学的品質を付与するのに十分な滑らかさであるように成
形された浸食性材料、内側光学チャンバーを画定するように成形された円形領域、外側領
域、および内側領域と前記外側領域の間に延在する拡張部を含み、前記拡張部が、前記円
形領域の直径より小さくサイズ指定された最大断面寸法を含み、前記外側領域が、前記拡
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張部の前記最大断面寸法より大きくサイズ指定された最大横断寸法を含む、浸食性インサ
ート。
（項目８１）
　前記インサートが生体適合性の水溶性ポリマーを含み、前記生体適合性の水溶性ポリマ
ーが、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリエチレンオキシド、プロピレンオキ
シド、エチレンとプロピレンオキシドのコポリマー（プルロニック酸）、ポリビニルピロ
リドン、ポリエチレンイミン、ポリアクリルアミド、多糖、約６００ｇ／ｍｏｌ～約６０
００ｇ／ｍｏｌの分子量範囲内のポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、親水性のイオン性
ポリアクリレート、ポリメタクリレート、または親水性のイオン性ポリアクリレートとポ
リメタクリレートのコポリマーの１つまたは複数を含む、前記項目のいずれか一項に記載
のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目８２）
　前記キャビティが、光学的に滑らかな表面を有するインサートから形成されており、前
記光学チャンバーを画定する前記レンズ本体の上位および下位部分が、視力矯正を可能に
するために、光学的に滑らかな表面を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコン
タクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目８３）
　前記キャビティが、光学的に滑らかな表面を有するインサートから形成されており、前
記光学チャンバーを画定する前記レンズ本体の上位および下位部分が、視力矯正を可能に
するために、光学的に滑らかな表面を含み、前記表面が約５０ｎｍまたはそれ未満のＲＭ
Ｓ値を有する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートま
たは方法。
（項目８４）
　前記キャビティが、前記キャビティ内に収容された粒子を含む、前記項目のいずれか一
項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目８５）
　前記キャビティが、前記粒子を前記キャビティ内に収容するための前記キャビティを画
定するヒドロゲルポリマーのチャネルの寸法より大きい寸法を含む粒子を含む、前記項目
のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目８６）
　前記キャビティが、前記キャビティ内に収容された可溶性、部分的に可溶性または不溶
性の粒子の１つまたは複数を含み、前記粒子が、前記粒子を前記キャビティ内に収容する
ための前記キャビティを画定するヒドロゲルポリマーのチャネルの寸法より大きい寸法を
含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法
。
（項目８７）
　前記キャビティがアセテートを含むポリマーを含む、前記項目のいずれか一項に記載の
ソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目８８）
　前記キャビティが屈折率勾配を含み、前記屈折率勾配が、前記キャビティの境界近傍で
より大きい屈折率を含み、前記境界から離れた前記キャビティの内側でより小さい屈折率
を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方
法。
（項目８９）
　前記インサートが、前記キャビティに屈折率勾配を与えるために、前記インサートの少
なくとも一部と前記ヒドロゲルコンタクトレンズ材料の間に水素結合を含み、前記屈折率
勾配が、前記キャビティの境界近傍でより大きい屈折率を含み、前記境界から離れた前記
キャビティの内側でより小さい屈折率を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコ
ンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目９０）
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　前記キャビティインサートが、前記ヒドロゲルコンタクトレンズ材料において形成され
た前記キャビティの境界近傍での屈折率の突然の変化に関連したプリズムを阻止するため
に、先細になったエッジを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレン
ズ、インサートまたは方法。
（項目９１）
　前記キャビティが、不溶性ペンダント基を有する可溶化されたポリマー粒子を含み、前
記ヒドロゲルが、水和したとき水が通過できるようにするための親水性材料でできたチャ
ネルを含み、前記不溶性ペンダント基が、水和したとき前記チャンバー内に前記ポリマー
粒子を保持する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサート
または方法。
（項目９２）
　装着者の眼の上に配置された場合、前記キャビティを取り囲む前記ヒドロゲルポリマー
が、前記キャビティ内に収容された前記液体の少なくとも一部を涙液で置き換えるように
構成されている、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサート
または方法。
（項目９３）
　前記キャビティを取り囲む前記ヒドロゲルポリマーが、前記キャビティ内から前記ソフ
トコンタクトレンズの外側へ液体を放出して、眼に前記液体を提供するように構成されて
いる、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法
。
（項目９４）
　前記キャビティ内の材料が、水和したとき、前記キャビティをカプセル化する前記ヒド
ロゲル材料の屈折率より小さい屈折率を含み、前記キャビティが、その中に収容された前
記材料で前記レンズに負の光学的力を加入するように成形されている、前記項目のいずれ
か一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目９５）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記コンタクトレンズが、前記チャンバーの内側部分の膨張および高い光学的力で
老眼を矯正する近見視力構成を含む場合、前記レンズの前記前方表面の偏向を容易にする
ために、前記前方厚さが前記後方厚さより小さい、前記項目のいずれか一項に記載のソフ
トコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目９６）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記前方厚さが前記後方厚さより小さく、前記前方および後方表面が前記チャンバ
ーの光学的内側部分の膨張で偏向し、前記前方表面が、膨張で前記後方表面より多く偏向
して老眼を矯正する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサ
ートまたは方法。
（項目９７）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記前方厚さが少なくとも約５０ｕｍである、前記項目のいずれか一項に記載のソ
フトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目９８）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
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前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記前方厚さが約１００ｕｍ以下である、前記項目のいずれか一項に記載のソフト
コンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目９９）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記前方厚さが、以下の値：約１０ミクロン、約２５ミクロン、約５０ミクロン、
約１００ミクロン、約１５０ミクロンおよび２００ミクロンのいずれか２つの間で規定さ
れる範囲内にある、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサー
トまたは方法。
（項目１００）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記後方厚さが少なくとも約１００ｕｍである、前記項目のいずれか一項に記載の
ソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０１）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズ本体の前記前方側部が前方厚さを含み、前記後方側部が後方厚さを
含み、前記後方厚さが約２００ｕｍ以下である、前記項目のいずれか一項に記載のソフト
コンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０２）
　前記ヒドロゲルコンタクトレンズ本体の材料の前記チャネルが、消毒薬が前記チャンバ
ーから眼に流れるようにし、かつ前記レンズ本体の外側から前記チャンバー中に、前記チ
ャンバーに細菌が侵入するのを阻止するようにサイズ指定されている、前記項目のいずれ
か一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０３）
　前記キャビティが、前記キャビティをカプセル化する前記コンタクトレンズ本体のヒド
ロゲル材料とは異なる屈折率を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクト
レンズ、インサートまたは方法。
（項目１０４）
　前記キャビティが、前記キャビティをカプセル化する前記コンタクトレンズ本体のヒド
ロゲル材料とは異なる屈折率を含み、前記キャビティの前記屈折率が、前記キャビティを
カプセル化する前記材料の前記屈折率とは少なくとも約０．０３異なる、前記項目のいず
れか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０５）
　前記キャビティが、前記キャビティをカプセル化する前記コンタクトレンズ本体のヒド
ロゲル材料とは異なる屈折率を含み、前記キャビティの前記屈折率が、前記キャビティを
カプセル化する前記材料の前記屈折率とは少なくとも約０．０５異なる、前記項目のいず
れか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０６）
　前記キャビティが、前記キャビティをカプセル化する前記コンタクトレンズ本体のヒド
ロゲル材料とは異なる屈折率を含み、前記キャビティの前記屈折率が、前記キャビティを
カプセル化する前記材料の前記屈折率とは少なくとも約０．１０異なる、前記項目のいず
れか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０７）
　前記キャビティが、前記キャビティをカプセル化する前記コンタクトレンズ本体のヒド
ロゲル材料と類似した屈折率を含み、前記キャビティの前記屈折率が、前記キャビティを
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カプセル化する前記材料の前記屈折率の約０．０３以内にある、前記項目のいずれか一項
に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０８）
　前記キャビティが、前記キャビティをカプセル化する前記コンタクトレンズ本体のヒド
ロゲル材料と類似した屈折率を含み、前記キャビティの前記屈折率が、前記キャビティを
カプセル化する前記材料の前記屈折率の約０．０５以内にある、前記項目のいずれか一項
に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１０９）
　前記キャビティが、遠見視力構成で光を屈折させる負の光学的力を含み、前記レンズ本
体の前方および後方表面が、それぞれ、遠見視力矯正を提供するために、前記キャビティ
での曲率半径で構成されている、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレン
ズ、インサートまたは方法。
（項目１１０）
　前記キャビティが、光学的矯正を提供するための内側光学チャンバー、ならびにその間
に延在する１つまたは複数のチャネルと連結されている第１の外側チャンバーおよび第２
の外側チャンバーを含み、前記第１の外側チャンバーが前記内側チャンバーより下方に［
０］位置付けられており、前記第１の外側チャンバーが、前記内側光学チャンバーに中間
視力矯正を提供するような量の流体を含み、前記第２の外側チャンバーが、前記第１の外
側チャンバーからの流体と一緒になったとき、近見視力矯正を提供するような量の流体を
含み、前記第１の外側チャンバーが、前記第１の外側チャンバーをまぶたとかみ合わせて
中間視力矯正を提供し、前記第１の外側チャンバーと前記第２の外側チャンバーの両方を
まぶたとかみ合わせて近見視力矯正を提供するように、前記第２の外側チャンバーの下方
に位置付けられている、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、イン
サートまたは方法。
（項目１１１）
　前記キャビティ内に収容されている液体が、約２００（２００）～約２９０ｍＯｓｍｏ
ｌ／Ｌ（リットル当たり２９０ミリオスモル）の範囲内のオスモル濃度を含む、前記項目
のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１１２）
　前記キャビティ内に収容されている前記液体が、約２５０～約２９０ｍＯｓｍｏｌ／Ｌ
（リットル当たり２９０ミリオスモル）の範囲内のオスモル濃度を含む、前記項目のいず
れか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１１３）
　前記キャビティ内に収容されている前記液体が、前記キャビティをカプセル化する前記
ヒドロゲル材料を通した粒子の放出を阻止するための疎水性材料から構成される粒子を含
む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１１４）
　前記キャビティ内に収容されている前記液体が、前記キャビティをカプセル化する前記
ヒドロゲル材料を通した粒子の放出を阻止するためのアセテートを含む疎水性材料から構
成される粒子を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサ
ートまたは方法。
（項目１１５）
　前記レンズ本体が、勾配屈折率を提供するために、前記キャビティ中に延在するポリマ
ーの側鎖を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサート
または方法。
（項目１１６）
　前記レンズ本体が、勾配屈折率を提供するために、前記キャビティ中に延在するアセテ
ートを含むポリマーの側鎖を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレ
ンズ、インサートまたは方法。
（項目１１７）
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　前記コンタクトレンズ本体との前記キャビティの接合部分が、ポリビニルアルコール（
ＰＶＡ）と親水性結合したＨＥＭＡを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコン
タクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１１８）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）およびアセテート（Ａｃ）を含む
、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１１９）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）とポリ酢酸ビニル（ＰＶＡｃ）の
コポリマーを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサー
トまたは方法。
（項目１２０）
　前記インサートが、酢酸ビニル基がビニルアルコール基の間に散在している、ポリビニ
ルアルコール（ＰＶＡ）とポリ酢酸ビニル（ＰＶＡｃ）のコポリマーを含む、前記項目の
いずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１２１）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）および酢酸ビニル（ＶＡｃ）を含
む複数のポリマー鎖を前記複数の鎖のそれぞれに沿って含む固体材料を含む、前記項目の
いずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１２２）
　前記インサートが、複数のポリマー鎖を含む固体材料を含み、前記ポリマー鎖が、ビニ
ルアルコール（ＰＶＡ）および酢酸ビニル（ＶＡｃ）を前記複数の鎖のそれぞれに沿って
含み、前記複数の鎖のそれぞれが、アルコールとアセテートの組合せを含む約１０００～
約１５００のペンダント基を有する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクト
レンズ、インサートまたは方法。
（項目１２３）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）およびポリ酢酸ビニル（ＶＡｃ）
を含む複数のポリマー鎖を前記複数の鎖のそれぞれに沿って含む固体材料を含み、前記複
数の鎖のそれぞれが前記インサートから浸食されるように構成されており、前記複数のポ
リマー鎖が、約５０ｋＤ～約１５０ｋＤの範囲内の平均分子量を有する、前記項目のいず
れか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１２４）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）およびポリ酢酸ビニル（ＶＡｃ）
を含む複数のポリマー鎖を前記複数の鎖のそれぞれに沿って含む固体材料を含み、前記複
数の鎖のそれぞれが、他の鎖から分離され、前記インサートから浸食されるように構成さ
れており、前記複数のポリマー鎖が、約５０ｋＤ～約１１０ｋＤの範囲内の平均分子量を
有する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方
法。
（項目１２５）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）およびポリ酢酸ビニル（ＶＡｃ）
を含む複数のポリマー鎖を前記複数の鎖のそれぞれに沿って含む固体材料を含み、前記複
数の鎖のそれぞれが、他の鎖から分離され、前記インサートから浸食されるように構成さ
れており、前記複数のポリマー鎖が、約１００ｋＤ～約１１０ｋＤの範囲内の平均分子量
を有する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは
方法。
（項目１２６）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）およびポリ酢酸ビニル（ＰＶＡｃ
）を含む複数のポリマー鎖を前記複数の鎖のそれぞれに沿って含む固体材料を含み、前記
ポリマー鎖のそれぞれが、約０．０５％～約１０％の範囲内のＰＶＡｃおよび約９０％～
約９９．５％の範囲内のＰＶＡを含み、酢酸ビニル基がビニルアルコール基の間に散在し
ている、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方
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法。
（項目１２７）
　前記インサートが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）ポリマーおよびポリ酢酸ビニル（
ＰＶＡｃ）から構成される固体材料を含み、前記ＰＶＡｃが約１％～約２０％の範囲内の
前記材料の重量を構成し、前記ＰＶＡが約９９％～約８０％の範囲内の重量を構成する、
前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１２８）
　前記キャビティが、これらに限定されないが、抗生物質、抗ウイルス薬および抗真菌薬
を含む抗感染症薬；抗アレルギー剤および肥満細胞安定剤；ステロイド系および非ステロ
イド系抗炎症剤；これらに限定されないが、ＣｏｘＩおよびＣｏｘＩＩ阻害剤を含むシク
ロオキシゲナーゼ阻害剤；抗感染症剤と抗炎症剤の組合せ；充血除去剤；これらに限定さ
れないが、アドレナリン製剤、βアドレナリン遮断剤、αアドレナリンアゴニスト、副交
感神経興奮剤、コリンエステラーゼ阻害剤、カルボニックアンヒドラーゼ阻害剤およびプ
ロスタグランジンを含む抗緑内障剤；抗緑内障剤の組合せ；抗酸化剤；栄養補給剤；これ
に限定されないが非ステロイド系抗炎症剤を含む嚢胞様黄斑浮腫の治療のための薬物；こ
れらに限定されないが、血管新生阻害剤および栄養補給剤を含むＡＲＭＤの治療のための
薬物；ヘルペス性感染症およびＣＭＶ眼感染症の治療のための薬物；これらに限定されな
いが、代謝拮抗剤および線維素溶解剤を含む増殖性硝子体網膜症の治療のための薬物；こ
れに限定されないが成長因子を含む創傷修飾剤；代謝拮抗剤；これに限定されないがエリ
プロディルを含む神経保護薬；ならびに、これらに限定されないが、ＡＲＭＤ、ＣＮＶ、
網膜症、網膜炎、ブドウ膜炎、黄斑浮腫および緑内障を含む後眼部の疾患または状態の治
療のための血管新生抑制ステロイドからなる群から選択される治療剤を含む、前記項目の
いずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１２９）
　前記インサートが、約５ｍｍ～約１メートルの範囲内の曲率半径まで曲がり得る材料を
含み、任意選択で、前記材料が弾性材料を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフト
コンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１３０）
　前記キャビティが、残留インサート材料の除去を容易にするための１つまたは複数のチ
ャネルを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートま
たは方法。
（項目１３１）
　前記キャビティが、前記残留インサート材料の除去を容易にするための１つまたは複数
のチャネルを含み、前記１つまたは複数のチャネルが、シリンジ、針またはレーザーで前
記レンズ本体に穴を開けることによって形成されている、前記項目のいずれか一項に記載
のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１３２）
　前記キャビティが前記残留インサート材料の除去を容易にするための１つまたは複数の
チャネルを含み、前記１つまたは複数のチャネルが、前記レンズ本体の所定の部分の化学
浸食によって形成されている、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ
、インサートまたは方法。
（項目１３３）
　前記キャビティが残留インサート材料を含み、前記キャビティの内側表面が、前記残留
インサート材料を含む残留表面構造を含み、前記残留表面構造が光学的に滑らかであり、
任意選択で、前記残留表面構造が視覚的に知覚できるアーチファクトを含まない、前記項
目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１３４）
　前記キャビティが、残留インサート材料、および前記残留インサート材料の除去を容易
にするための１つまたは複数のチャネルを含み、前記１つまたは複数のチャネルが、前記
インサートの浸食によって形成されており、前記インサートが、前記１つまたは複数のチ
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ャネルに対応して成形された１つまたは複数の突起部を含む、前記項目のいずれか一項に
記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１３５）
　前記インサートが、前記インサートの周りでの前記レンズの形成および前記インサート
の浸食の後、前記キャビティから前記レンズの１つまたは複数の外側側部へ前記レンズ本
体中に１つまたは複数のチャネルを画定するように成形された１つまたは複数の突起部を
含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法
。
（項目１３６）
　前記キャビティが、残留インサート材料の除去を容易にするための１つまたは複数のチ
ャネルを含み、前記１つまたは複数のチャネルが、前記レンズの視覚的収差を減少させる
ために、光学的ゾーンの外側に形成されている、前記項目のいずれか一項に記載のソフト
コンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１３７）
　前記キャビティが、前記残留インサート材料の除去を容易にするための１つまたは複数
のチャネルを含み、前記１つまたは複数のチャネルが、前記レンズの外側エッジ、前記レ
ンズの前記後方表面または前記レンズの前記前方表面の方へ形成されている、前記項目の
いずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１３８）
　前記キャビティが、前記残留インサート材料の除去を容易にするための１つまたは複数
のチャネルを含み、前記１つまたは複数のチャネルが、前記インサートの浸食および前記
キャビティの形成の後、充填されているか、詰め込まれているか、封止されているか、前
記コンタクトレンズのポリマーを含むポリマーで封止されているか、または溶接されてい
るかの１つまたは複数である、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ
、インサートまたは方法。
（項目１３９）
　前記インサートが、以下の値：約０．５ミクロン、約１５ミクロン、約５０ミクロン、
約７５ミクロンおよび約１００ミクロンのいずれか２つの間で規定される範囲内の厚さを
有する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方
法。
（項目１４０）
　前記インサートが約１００ミクロンより大きい厚さを有する、前記項目のいずれか一項
に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１４１）
　前記インサートが、水溶液、アルコールまたは溶媒による溶解性、浸食性、分解性およ
び可溶化性のものからなる群から選択されるインサート材料を含む、前記項目のいずれか
一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１４２）
　前記インサートが、成形可能性、押し出し可能性および光硬化性のものからなる群から
選択されるインサート材料を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレ
ンズ、インサートまたは方法。
（項目１４３）
　前記インサート材料が、糖または糖アルコールからなる群から選択される材料を含む、
前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１４４）
　前記インサート材料が糖を含み、前記糖が、単糖、二糖および多糖からなる群から選択
される、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方
法。
（項目１４５）
　前記インサート材料が糖を含み、前記糖が、フルクトース、ガラクトース、グルコース
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、グリセルアルデヒド、ラクトース、マルトース、リボース、スクロース、セルロースお
よびメチルセルロースからなる群から選択される、前記項目のいずれか一項に記載のソフ
トコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１４６）
　前記インサート材料が糖アルコールを含み、前記糖アルコールが、アラビトール、Ｄ－
ソルビトール、エリトリトール、フシトール、ガラクチトール、グリセロール、イジトー
ル、イノシトール、イソマルト、ラクチトール、マルトテトライトール、マルチトール、
マルトトリイトール、マンニトール、ミオイノシトール、ポリグリシトール、リビトール
、ソルビトール、トレイトールおよびキシリトールからなる群から選択される、前記項目
のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１４７）
　前記インサート材料が、ジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）、Ｎ－ビニルピロリドン（
ＮＶＰ）、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、ポリメタクリル酸ナトリウム、Ｍｅｔｈ
ｏｃｅｌ（商標）Ｅ６、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリ酢酸ビニル（ＰＶＡｃ）
およびＰＶＡとＰＶＡｃのコポリマーからなる群から選択される材料を含む、前記項目の
いずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１４８）
　前記インサート材料が、塩化ナトリウム、炭酸ナトリウムおよび塩化カリウムからなる
群から選択される材料を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ
、インサートまたは方法。
（項目１４９）
　前記レンズが、キャスティング、押し出し、成形またはラミネート加工の１つまたは複
数によって形成される、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、イン
サートまたは方法。
（項目１５０）
　前記レンズが、アコフィルコンＡ、アコフィルコンＢ、アルファフィルコンＡ、アルト
ラフィコンＡ、アトラフィルコンＡ、バラフィルコンＡ、ブフィルコンＡ、コンフィルコ
ンＡ、クロフィルコン、デルタフィルコンＡ、ジメフィルコンＡ、ドロキシフィルコンＡ
、エフロフィルコンＡ、エンフィルコン、エプシフィルコンＡ、エタフィルコンＡ、フォ
コフィルコンＡ、ガリフィルコンＡ、ヘフィルコンＡ、ヘフィルコンＢ、ヘフィルコンＣ
、ヒラフィルコンＡ、ヒラフィルコンＢ、ヒオキシフィルコンＡ、ヒオキシフィルコンＢ
、ヒオキシフィルコンＤ、イソフィルコン、リドフィルコンＡ、リドフィルコンＢ、ロト
ラフィルコンＡ、ロトラフィルコンＢ、マフィルコン、メタフィルコンＡ、メタフィルコ
ンＢ、ナラフィルコンＢ、ネルフィルコンＡ、ネスコフィルコンＡ、ネトラフィルコンＡ
、オクフィルコンＡ、オクフィルコンＢ、オクフィルコンＣ、オクフィルコンＤ、オクフ
ィルコンＥ、オクフィルコンＦ、オフィルコンＡ、オマフィルコンＡ、フェムフィルコン
、フェムフィルコンＡ、ポリマコン、パーフィルコンＡ、サムフィルコンＡ、スカフィル
コンＡ、セノフィルコンＡ、シフィルコンＡ、サーフィルコンＡ、テフリコン、テトラフ
ィルコンＡ、テトラフィルコンＢ、バスルフィルコンＡ、ビルフィルコンＡおよびキシロ
フィルコンＡからなる群から選択される材料を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソ
フトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１５１）
　前記キャビティが、前記レンズ本体の内壁によって画定される、前記項目のいずれか一
項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１５２）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズが老眼を矯正する近見視力構成を含む場合、前記コンタクトレンズ
本体の前記前方側部が、膨張で偏向して、前記キャビティの前記内側部分の高い光学的力
を提供し、前記偏向が、前記キャビティの前記内側部分の光学的力の均一な変化を提供す
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る、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１５３）
　光学的矯正を提供する前記内側キャビティが、前記キャビティの光学的に使用される部
分内の前記コンタクトレンズ本体で前方側部および後方側部上にカプセル化されており、
前記コンタクトレンズが老眼を矯正する近見視力構成を含む場合、前記コンタクトレンズ
本体の前記前方側部が、膨張で偏向して、前記キャビティの前記内側部分の高い光学的力
を提供し、前記偏向が、前記キャビティの前記内側部分の光学的力の不均一な変化を提供
する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法
。
（項目１５４）
　前記コンタクトレンズが、異なる光学的力の区別できる領域を有する多焦点プロファイ
ルを含み、任意選択で、前記コンタクトレンズが、近見視力構成において前記多焦点プロ
ファイルを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサート
または方法。
（項目１５５）
　前記コンタクトレンズが、光学的力の連続的に変化する領域を有する多焦点プロファイ
ルを含み、任意選択で、前記コンタクトレンズが、近見視力構成において前記多焦点プロ
ファイルを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサート
または方法。
（項目１５６）
　前記キャビティが架橋インサート材料を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフト
コンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１５７）
　前記キャビティが、前記レンズ本体と架橋されており、かつ前記レンズ本体から前記キ
ャビティ中に延在するインサート材料を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコ
ンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１５８）
　前記キャビティが、前記レンズ本体と架橋されており、かつ前記レンズ本体の表面から
、前記キャビティ中、前記レンズ本体の別の表面へ延在するインサート材料を含む、前記
項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１５９）
　前記インサートが、前記キャビティ内でのインサート架橋の程度または位置付けを阻止
または改変するためのＵＶ遮断剤または吸収剤を含む、前記項目のいずれか一項に記載の
ソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１６０）
　前記インサートが、ＵＶ光への曝露下で架橋しないインサート材料を含む、前記項目の
いずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１６１）
　前記インサートが、ＵＶ光への曝露下で架橋するインサート材料を含む、前記項目のい
ずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１６２）
　前記キャビティが治療剤を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレ
ンズ、インサートまたは方法。
（項目１６３）
　前記キャビティが、約１日～約７日の範囲内の半減期を有する治療剤を含む、前記項目
のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１６４）
　前記キャビティを取り囲む前記ヒドロゲルポリマーが、治療剤を含む液体を、前記キャ
ビティ内から前記ソフトコンタクトレンズの外側へ放出して前記治療剤を眼に提供するよ
うに構成されている、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサ
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ートまたは方法。
（項目１６５）
　前記インサートが、前記インサートが溶解した後、前記キャビティ内に留まる治療剤を
含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法
。
（項目１６６）
　前記キャビティが、治療剤を含む外部溶液と平衡状態であり、それによって、キャビテ
ィが前記治療剤を含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、イン
サートまたは方法。
（項目１６７）
　前記キャビティ内の前記治療剤の量が、前記治療剤の濃度、サイズ、前記治療剤の分子
量、前記レンズ本体の温度、細孔サイズ、前記レンズの前記後方側部の厚さ、または前記
レンズの前記前方側部の厚さによって制御される、前記項目のいずれか一項に記載のソフ
トコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１６８）
　前記レンズの前記後方側部が、以下の値：約１０ミクロン、約２５ミクロン、約５０ミ
クロンおよび約１００ミクロンおよび約２００ミクロンのいずれか２つの間で規定される
範囲内の厚さを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサ
ートまたは方法。
（項目１６９）
　前記治療剤が、約１８ダルトン～約１０キロダルトンの範囲内の分子量を含む、前記項
目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１７０）
　前記レンズの前記前方側部が、以下の値：約１０ミクロン、約２５ミクロン、約５０ミ
クロン、約１００ミクロン、約１５０ミクロンおよび２００ミクロンのいずれか２つの間
で規定される範囲内の厚さを含む、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレ
ンズ、インサートまたは方法。
（項目１７１）
　前記キャビティが治療量の治療剤を含み、前記治療量が、前記キャビティ中での前記治
療剤の存在によって視力がそれほど変わらないように、約０．０１～約０．０２の範囲内
で前記キャビティの前記屈折率を変化させる、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコ
ンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１７２）
　前記キャビティが、治療剤を含み、眼への前記治療剤の放出を制御するために、後方レ
ンズ表面近傍、前方レンズ表面近傍、またはレンズの中心近傍に位置付けられる、前記項
目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。
（項目１７３）
　前記キャビティが、治療剤を含み、前記光学的ゾーンの外側に位置付けられる、前記項
目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレンズ、インサートまたは方法。前記レンズ
の前記光学的ゾーン内に位置付けられた第１のキャビティ、前記光学的ゾーンの外側に位
置付けられた第２のキャビティを含み、前記第１のキャビティが、偏向したとき、前記レ
ンズに光学的矯正を提供し、前記第２のキャビティが、治療剤を含み、前記治療剤を前記
レンズ本体を通して眼に提供する、前記項目のいずれか一項に記載のソフトコンタクトレ
ンズ、インサートまたは方法。
（項目１７４）
　前記項目のいずれか一項に記載のコンタクトレンズまたは浸食性インサートを提供する
ステップを含む、方法。
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